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Ⅰ　問題と目的

義務教育段階の児童生徒数は減少傾向にあるが、

特別支援学校及び特別支援学級の在校・在籍者数は

増加傾向にある。支援学級の種別で見ると、ここ10

年では知的障害特別支援学級（以下知的学級）の在

籍者数は1.64倍の増加であるが、自閉症・情緒障害

特別支援学級（以下自・情学級）の在籍者数は3.15

倍であり、自・情学級の在籍者数の増加は特に顕著

である。（『特別支援教育の現状と課題』2014文部科

学省）。

この現状を受け、これまでに人間関係やコミュニ

ケーション面に困難さのある児童への支援が研究さ

れている。在籍校でも学習規律の明示、スケジュー

ル提示、活動しやすい場の設定などにより、児童は

友達と一緒に活動し楽しさや心地よい刺激を味わっ

ている。また、友達との楽しく温かなかかわりを望

んでいることもうかがえる。

低学年では担任を仲介した仲間づくりから始ま

り、中学年ではクラスメイトとの遊び、高学年にな

ると交流学級の友達とのかかわりが増えた。しか

し、自由度の高い集団活動や余暇的活動の場面では

児童の感情の高まる様子やトラブルも見られ、その

支援の充実が求められている。

一方、自立活動では、障害による学習上又は生活

上の困難を主体的に改善・克服するために必要な知

識、技能、態度及び習慣を養うことを目標とし「心

理的な安定」「人間関係の形成」「コミュニケーショ

ン」等の指導を行う。千葉県教育委員会の特別支援

教育指導資料においては、「自立活動の時間に一人

一人の学習上や生活上の困難を改善するための指導

を特別に行い、その成果や指導方法を生かしながら

各教科などの学習や生活の場面でも指導する」とそ

の必要性が強調されている。

そこで、本研究は自立活動における個別的な指導

での感情とその変化の理解と、小集団活動での感情

コントロールの学習を通して、よりよい人間関係を

築く力を育てるための支援の在り方を明らかにする

ことを目的とする。

Ⅱ　方法

１．対象児童について

Ａ児（小６）─登下校や持ち物の管理、学習用具の

よりよい人間関係づくりのための支援の在り方

─ 自閉症・情緒障害特別支援学級の自立活動における個別的な指導と小集団活動を通して─
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準備等の身辺自立はでき、尋ねられたことに対して

自分の意思を伝えられる。集団活動では、自由度が

高くなると周囲の状況を把握することが難しく、大

きな声を出したり、手を出したりすることもある。

Ｂ児（小５）─周囲の様子に良く気づき、友達の様

子を報告したり、清掃活動をしたりすることが得意

である。場所の移動や未体験の状況が苦手である。

気持ちが高ぶると無言になり、突然パニックになるこ

ともあり周囲を驚かすような行動を取ることがある。

２．チェックリストの作成

人間関係の力とその基礎となる感情の理解に関す

表１　人間関係に関するチェックリスト

内　　　　容 A児 B児

意
思
や
感
情
の
共
有

聞
く

1 話を聞くとき、机にふせたりせずに座っていることができる。 3.4 4.0

2 話の途中で気になること（物音や窓の外での出来事など）があっても、話を聞くことに戻ることができる。 2.2 3.0

3 １対１で話している場面で、視線を合わせて話を聞くことができる。 2.6 3.0

4 ３、４人で話している場面で、話している人の顔を見て話を聞くことができる。 2.2 2.7

5 話し手の話に合わせて、うなずいたりくびをかしげたりすることができる。 2.6 2.5

話
す

6 1対1で話している場面で、視線を合わせて話すことができる。 2.4 3.2

7 会話の中で、相手の質問に答えることができる。 2.6 3.2

8 学習中の活動や休み時間などで、自分から友達に話しかけることができる。 1.8 2.2

9 活動・遊びなどの後、それに関する話を友達とすることができる。 2.6 2.7

10 最後まで相手の話を聞いてから、答えたり自分の話をしたりできる。 2.0 2.7

共
有
す
る

11 自分が成功したときや勝ったときなどにうれしい気持ちを言葉で表すことができる。 2.6 3.5

12 ゲームに勝って「うれしい」などの気持ちを自分からチームの友達に伝え、一緒に喜ぶことができる。 2.2 2.2

13
自分が失敗したときや負けたときなどに、くやしさやいらだたしさ、悲しい、恥ずかしいなどの気持ちを
言葉で表すことができる。

1.6 2.2

14 ゲームに負けて「くやしい」などの気持ちを自分からチームの友達に伝え、一緒に残念がることができる。 1.8 1.5

15
自分のチームの友達の言葉かけ (「やったね」「よかったね」など）を受け止め、返事をしたり一緒に喜ん
だりできる。

2.8 2.5

16
自分のチームの友達の言葉かけ (「ドンマイ」「がんばったよね」など）を受け止め、返事をしたり一緒に
残念がったりできる。

1.8 1.7

17
勝った（成功した）相手チームの友達に「よかったね」「やったね」などの言葉をかけてたたえることがで
きる。

1.6 1.7

18
負けた（失敗した）相手チームの友達に、気持ちを考えた言葉かけ（「ドンマイ」、「次はできるよ」など）
をすることができる。

1.6 1.7

集
団
参
加

指
示
理
解

19 簡単な指示を理解して、自分で行動できる。 3.4 4.0

20 指示が分からないときでも友達の様子を見て行動できる。 2.8 3.5

21 指示が分からないときには、周りの人に質問をすることができる。 2.6 2.2

仲
間
関
係

22
遊んでいたところに友達が加わっても、遊びをやめたり違う場所に動いたりせずに、一緒に遊ぶことがで
きる。

3.2 3.0

23 遊んでいる仲間に、自分から進んで加わることができる。 2.0 2.0

24 途中で抜けたり、やめたりせずに仲間と活動や遊びを続けることができる。 2.4 2.2

25 ゲームのルールを守って参加することができる。(自分の勝敗に都合のいいようにルールを変えたりしない。） 3.6 3.2

26 ゲームなどで、友達の順番がきたら「どうぞ」「順番がきたよ」などの言葉を友達に言うことができる。 2.2 2.7

27 ゲームなどで、友達の活動の様子を見たり、応援したりすることができる。 2.6 2.2

28
ゲームなどで、ハンディ（友達や自分の持つ得意・不得意や年齢などによるもの）を付けることを納得す
ることができる。

2.4 2.7

他
者
の
理
解
に 

基
づ
い
た
行
動

29 相手の顔の表情の違いに気付くことができる。 2.6 2.7

30 相手の嬉しい・楽しい表情が分かる。 2.4 3.5

31 相手の残念・くやしい表情が分かる。 2.0 2.5

32 相手のいらいら・怒っている表情が分かる。 2.2 3.0

33 相手のごめんなさい（申し訳ない）の表情が分かる。 2.0 2.0

34 表情と感情の関係がわかり、相手の表情からある程度感情を予想することができる。 1.6 2.2

自
己
の
理
解
に 

基
づ
い
た
行
動

35 自分が失敗したときや負けたときなどに、大きな声を出したり暴れたりせずに、行動することができる。 2.2 3.7

36
ゲームなどで、友達が失敗したときや自分のチームが負けたとき、大きな声を出したり相手を責めたりせ
ずに行動することができる。

2.2 2.0

37
ゲームなどで、ルールを守らない友達がいても、大きな声を出したりたたいたりせずに、行動することが
できる。

1.8 2.0

38
自分が負けても（失敗しても）、大人や友達の言葉かけなどで気持ちを切り替えること（「残念だな」、「次
がんばろう」など）ができる。

2.0 2.2

全項目平均 2.3 2.6
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る児童の様子を把握するために、先行研究及び筆者

らの実践上の知見を加味しチェックリスト（表１）

を作成した。

４件法でチェックをし、４点が最高点、１点が最

低点とした。この点数は、本児の発達段階から見た

チェック者の期待値とした。よって、４点であれば

チェック者が現時点での本児の様子に満足している

と見なし、点数が低くなるほど期待値からは離れて

おり習得のための支援が必要だと感じていると判断

した。

３．児童の様子と指導内容の設定

自・情学級担任、知的学級担任、支援員、保護

者、筆者５名がそれぞれにチェックを行った（６

月８日～ 12日実施）。その平均を表１に示した。

チェックリストにより表情から気持ちを推測するこ

とが難しかったり、気持ちを伝える言葉かけや行動

が見られなかったり、周囲を驚かせるような行動を

とったりする様子がうかがえた。

そこで、表情をきっかけに感情について理解した

り、自分の感情の高まりに気付きそれをコントロー

ルしたりする学習を行うこととした。

４．分析・検討方法

上記のチェックリストと日常の行動観察に基づく

先の検討を経て、以下のような指導計画を立案し、

分析・検討した。

（１）個別的な指導場面─自立活動として、人の感

情とその変化を自覚する学習を11単位時間（総計

495分）実施した（実践研究（１））。

（２）小集団学習─集団規模を確保するため、知的

障害特別支援学級児童も参加する自立活動として体

育的ゲームを展開し、言葉の活用による感情のコン

トロールを学習した。総計10単位時間（総計450分）

実施した（実践研究（２））。

（３）分析方法

実践研究（１）─後述のシンボルマーク、気持ちの

温度計、ワークシート等を用意し、児童による自己

評価、VTRによる録画（総計450分）と筆者らによ

る行動観察に基づき、その様子を分析した。

実践研究（２）─後述の学習カード等を用意し、児

童による自己評価、VTRによる録画（総計495分）、

ボイスレコーダーによる録音（総計900時間）と筆

者らによる行動観察に基づき、その様子を分析し

た。あわせて、保護者面談による評価も行った。

Ⅲ　実践研究（１）─単元名「気持ちと感情」

１．単元目標

○感情によって表情が変わることを気づき、その感

情を表す言葉を学習する。

○感情を感じる強さにも違いがあることに気づき、

感情の高まりを自覚したりそれを言葉で表したり

する。

２．方法

（１）表情への注目

対象児童は、入学当初から２年次まで人と視線を

合わせることが難しい様子が見られた。また、学校

生活での様子から表情への注目や関心が低いように

感じられた。そこで、学習の導入で絵本の表情（図

１）のまねをしたり、その写真を撮って確認したり

して表情への関心を高めた。

（２）表情と感情の理解

菊池（2009）によると、表情理解には言語能力が

大きく関与することが明らかになっている。対象児

図１　柳原良平　かおかおどんなかお

こぐま社　1988

図２　表情のシンボルマーク
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童の学校生活の様子から言葉の理解とその応答に時

間がかかることがある。そこで、言葉と合わせてシ

ンボルマークを使用した。まず、表情を感情（※授

業で児童に提示するときは気持ちという言葉を使っ

た）の表れとしてとらえることを確認した。

図３右図のようにＡ児は、表情シンボルを見せ、

真似をする。真似をしたときに感じた気持ちを言葉

で表す。Ｂ児は、ある気持ちを感じる場面を提示す

る。その時にすると考えられる表情を眉毛と口のみ

のシンボルマークで表す。その表情から気持ちを考

え、言葉で表す学習を行った。更に般化をねらっ

て、同じ気持ちを感じる他の場面も考えるように促

した。

（３）言語化・可視化の工夫

感情のコントロールをするには、感情の高まりが

どの程度であるのかの共通理解が必要である。そこ

で、同じプラスの感情やマイナスの感情でもその感

じ方の強さに違いがあることを理解する学習を行っ

た。感情の高まりを可視化するために「気持ちの

温度計」（図４）とそれに合わせた表情のシンボル

マーク（図２）を使用した。

（４）指導計画

※表２参照

３．結果と考察

表３はＡ児の報告を受けて学習した様子である。

４月には、友達が謝っても手が出ていたＡ児である

が、言葉で伝えることができた（下線）は大きな成

長であると考えられる。

また、家庭でも表４のような様子が見られた。Ｂ

児も表５のように、自分の感情の高まりを自覚し言

語化することができた。

11時間目には小集団活動や生活場面で気持ちの伝

え方のイメージを持たせるために、気持ちを表情の

シンボルマーク（図２）で表しながら、温度計を

使ってその高まりを伝える学習を行った。図５の

ワークシートを用意したことで、児童は嬉しい気持

ちを表すのに「にこ２度」と「わらい20度」を使っ

た。また、怒る気持ちを表すのに「いらいら２度」

と「おこる０度」という言葉も使った。「わらい20

度」は、児童の感じた気持ちが温度計を大きく上

回っていること、「おこる０度」は、怒っていない

気持ちを表している。このことから、児童が気持ち

の言葉と温度計を自分の体感に合わせて使うことが

できている様子がうかがえた。

本実践では、感情を自覚することの難しい児童

が、それを自覚しコントロールするための学習を

行った。その結果、以下の二点を指摘した。一つ

は、人には感情があり、それが表情に表れること、

その感情や表情を言葉で表すことができることに気

がついた。二つ目には、気持ちを表す言葉やその高

まりを視覚化した「気持ちの温度計」を活用したこ

図３　表情と感情の理解のワークシート

Ａ児
Ｂ児

図４　気持ちの温度計
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表２　実践研究（１）の指導計画

時数

形態

ウォーミング

アップ

チャレンジタイム お楽しみ

タイムＡ児 Ｂ児

１

ペア
にらめっこ

学習内容　「いろんな顔をあつめてみよう」　　　目　　標　表情に気付いたり、関心をもったりすること

手 だ て　表情を見てそのまねをすることを通して、表情が変わると気持ちにも変化があることを体験する。

２

ペア

にらめっこ

同じ表情は

どれだ？

学習内容　「きもちってどんなもの？」　　　　　目　　標　気持ちに気付き、自分なりの学習課題を持つ

手 だ て　その場面にかんじたことが、「うれしい」気持ちだったり、「かなしい」気持ちだったりするということ

を再認識するよう促し、感情と言葉、表情シンボルとのマッチングを行う。

３
〜
７　

個
別

顔じゃん

けん

（表情筋を

動かす）

顔まね→気持ち→場面 場面→表情→他の場面

こんな顔

できますか

（既習の表

情の復習）

学習内容　「こんなとき、どんな気持ちかな」

目　　標　９つの表情シンボルとそれにあった気持ちの言葉と場面を考える。

手 だ て　Ａ児は、シンボルマークの表情をまねてその時感じたことを話し合い言語化し、気持ちを

自覚できるようにする。また、その気持ちを感じたことのある場面を想起し、般化を図る。

Ｂ児は、指定された場面をよみその時に自分がするだろうと考える表情を作る。表情から

気持ちを読み取り言語化する。また、似た気持ちを感じたことのある場面を考え、般化を

図る。

８

ペア

学習内容　「表情と表情シンボルのマッチング」　「気持ちの言葉あつめ」

目　　標　それぞれの表情の特徴を捉えてシンボルに置き換えることができる。

　　　　　表情にあった気持ちの言葉を集め、いろいろな気持ちの言葉を知る。

手 だ て　自分と友達の表情の写真と表情シンボルとマッチングをする。その表情から考えられる気持ちを表す言

葉を見つける。

９

10

個別

こんな顔

できますか

（既習の表

情の復習）

学習内容　「気持ちの温度計を作ろう」（９次・うれしい温度計　10 次・怒る温度計）

目　　標　同じうれしい気持ち、おこった気持ちでも感じる強さに違いがあることに気付く。

手 だ て　気持ちを温度計に表し、気持ちを感じる強さを可視化する。また、その時の気持ちを表す言葉を考える

ことにより、自分の気持ちへの自覚を促し、人に伝える方法を知る。

11

ペア

百面相

ゲーム

学習内容　「温度計ゲームをしよう」

目　　標　気持ちの温度計を使って、自分の気持ちを自覚したり、相手に伝えたりできる。

手 だ て　うれしさ、イライラの双方を感じるゲームをし、その時感じた気持ちをヘープサートで表す。

表３　怒る温度計を活用した学習

（ＡはＡ児、ＢはＢ児、Ｔは教師、以下同様とする）

Ｔ　Ａさんは（Ｂさんに）びっくりさせられて怒る１

度なんだって。それを聞いてＢさんはどう思いま

すか？

Ａ　まったく、わかってんのか。（そっぽを向く）

Ｔ　怒っているね、Ａさん。

Ｂ　びっくりさせてごめんね。

Ａ　……。（そっぽを向いたまま無言で怒っていると

いうジェスチャーをする。）

Ｔ　（Ａの様子を受けて）どうですか、Ａさん。

Ａ　許したくない。

Ｔ　そうですか。（Ｂさんに）もう１回ごめんねしよ

うか。

Ｂ　はい。……。びっくりさせてごめんね。

Ａ　……。（Ｂの方を向いて）もうしないでね。

表４　家庭で怒る温度計を活用した様子

夏休みの面談にて

Ａ　学校で勉強したから、ここまで（怒る３度を指さ

しながら）いっちゃいけないんだ。

保護者　本児が気持ちの温度計を使うことができてい

ることと家庭での様子が落ち着いてきたことと

のつながりを感じた。

表５　気持ちへの自覚

Ｂ　 ぼくは、ここ（怒る０度）からここ（３度）まで
一気にいっちゃうんだ。

図５　ワークシート
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とで、表３・５や図５のように自分の感情を言語化

したりコントロールしたりできた。「心理的な安定」

の指導の在り方として、感情の可視化や言語化の効

果が強く示唆された。

Ⅳ　実践研究（２）─小集団活動「にこにこ

キックベースをしよう」

１．単元目標

個別的な指導で学習した感情の言語化とその高ま

りを伝える方法を活用し自分の感情の高まりに気付

いてコントロールする力を高める。

２．方法

（１）にこにこキックベースの概要と支援の工夫

（ア）ルールの概要

気持ちの高まりに気づき、そのコントロールの経

験を積む学習に重点を置くために、児童にとって分

かりやすいルールを設定した。状況把握の負担を軽

減し、心理的安定を図ることを念頭に置いた。

図６のように、攻撃側はボールを蹴り、１のコーン 

にタッチして折り返し、２のコーンの場所で座る。

守備側は打球をとり３のコーンの場所にチーム全員

で並んで座る。座った時点で２と３のコーンの後方

に立っている審判が旗を挙げる。攻撃側と守備側の

早く座った方が得点する。勝敗の決まる位置を１つ

の直線上にすることと旗を目印にすることで児童た 

ちが勝敗をしっかりと確認できるようにした。チーム 

メンバー全員がボールを蹴り終えたらチェンジする。

（イ）にこにこ言葉とボーナスポイント

適切な言葉（にこにこ言葉　図７）を使うことを

促すために、ボーナスポイントを与える。ボーナス

ポイント（図７）が５個で得点１とする。にこにこ

言葉は、児童が授業中に使ったものを取り入れなが

ら増やしていき、掲示しておく。学習カード（図

８）に今日の授業で使いたいにこにこ言葉を書き入

れ、言葉を使う意識を持たせた。

（ウ）リラッスクコーナー

小集団活動で自由度が高く、また、異学年という

高学年にとっては思い通りにならないことのある場

面を設定した。この場面の設定により感情の高まり

とそれをコントロールする経験を多く積むことがで

きると考えた。また、個別的な指導で学習した気持

ちの温度計を教師が携帯した。感情の高まりが見た

れたときに提示し、自覚を促すようにした。

感情の高まりが見られたときにセルフコントロー図６　キックベースの場の設定

図８　学習カード

図７　ボーナスポイントとにこにこ言葉
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ルをする場所「リラックスコーナー」を設けた。児

童は教師にリラックスタイムが必要かたずねられた

り、自分で感情の高まりに気付いたりしたときに利

用する。

（エ）自発的活動を促すための配慮事項

準備運動と用具の準備、片付けに音楽を使用し

た。また、友達のプレーを見るための手だてとして

「いくよ、いいよ」のかけ声やボールを蹴るときの

運動のコツを意識するための口伴奏（図９）を利用

した。これらの配慮により教師や友達からの言語指

示を少なくし、児童たちが自発的に生き生きと活動

することのできる環境づくりをした。

（２）指導計画

図９　口伴奏と蹴る様子

表６　実践研究（２）の指導計画

次 １次 ２次 ３次

時 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

０

５

10

15

　

20

25

30

35

40

45

１　学習課題の
確認

にこにこなら
びっこキック
ベースをしよう

・笑顔でキック
ベースをする
方法を考える。
２　にこにこ言 
葉としょんぼり 
言葉を挙げる。
・ローラーゲー
ムをしながら
友達に言葉か
けをする。

・言葉をもらっ
たときの気持
ちをにこに
こ、しょんぼ
り言葉に仕分
ける。

３　にこにこ言
葉としょんぼ
り言葉を表に
まとめる。

４　次時の予告

○準備運動
○整列・挨拶
１　学習課題の
確認

にこにこ言葉
をたくさん使
おう

・にこにこ言葉
としょんぼり
言葉を表で確
認する。

２　学習の進め方
・チーム分け
・チーム名の決定
・ビブスの着用
・用具の確認と
準備の分担

・お助けカード
とリラックス
タイムの使い方
３　ミニゲーム
を行う

・ゲームの流れ
・ルールの確認

○準備運動　
○用具や場の準備（ビブスの着用・２着 ICレコーダー装着・お助けカード・シール・学習
カード・学習の流れの掲示物・口伴奏を書いたカード・キックリーダー（軸足とボールを置
く位置を示したもの）・ビニル袋ボール８個・ボール・掲示物を貼るための得点板「掲示物：
得点表、目当て、分担表、にこにこ言葉の表」・得点マグネット30枚・ボーナスポイントの
掲示物とシール・旗２本）

１　学習課題の確認　

にこにこ言葉をみんなで読み上げる。今日使ってみたい言葉を選んで発表する。

２　お助けカードの使い方を確
認する。
○活動中に不愉快さを感じてい
る様子が見られたら、気持ち
の温度計を提示し、感情の高
まりを可視化するよう促す。
お助けカードを出すタイミン
グであることを伝える。
○にこにこ言葉を使ったら、お
助けカードの裏面にシールを
貼る。
３　「にこにこ言葉」を使うこ
とに慣れながら、ボールを
使った活動を行う。

にこにこ言葉を使って、ボー
ルで遊ぼう

○ボールになれる。
・ロケットボール
・キャッチボール

４　攻撃と守備の練習をする。

にこにこ言葉を使ってキック
練習をしよう

○攻撃練習
　・「いくよ・いいよ」の声か

けと動きを練習する。
　・けるときの動きと口伴奏を

練習する。
○守備練習
　・「私が取るよ」「集まれ」の

声かけと動きを練習する。
　・ヒットが出た後の動きを知る。

２　お助けカードの使い方の変更点を確
認する。
○活動中に不愉快さを感じたらリラック
スコーナーへ行き、そこでお助けカー
ドを提示する約束にする。
○にこにこ言葉を使ったときは、以前と
同じ約束にする。
３　２人組でボールに慣れる活動する。

にこにこ言葉を使って、ボールで遊ぼう

・キャッチボール
・力いっぱいキック

４　ミニゲームをする。

にこにこ言葉を使って、ミニゲームをし

よう

○　１回戦、表と裏を行う。表と裏ごと
に振り返りタイムを設け、良い点に気
づけるよう促したり、改善点を話し合っ
たりし、次にいかす。
　・感情の高まりに自分で気づく。児童
がお助けカードを挙げたときにはリ
ラックスタイムを取る。

　・友達への声かけが見られたら、ボー
ナスポイントを付ける。

　・得点したら、そのチームのメンバー
が得点表にシールを貼り、自分の
チームが得点したことをわかるよう
にする。

２　２人組で
ボールに慣
れる活動す
る。

・キャッチ
　ボール
・力いっぱい
キック

３　今までの学 
習をいかす。

に こ に こ
キックベー
ス大会をし
よう

・整列とあい
さつ

・先攻・後攻
決め

・２回戦で１
ゲーム

・結果発表
・整列、握手

５　学習カード
の記入の仕方

６　片付け方と
役割分担

７　あいさつ

○振り返り　授業の中で使っていた新しいにこにこ言葉を紹介する。学習カードの記入をする。
○後片付け　役割分担に沿って協力して行う。
○あいさつ

にこにこ言葉をたくさん使おう
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３．結果と考察

（１）全体的な変容

図10の「手を出す等」は、感情の高まりを言葉で

表すことができずに相手へのいらだちを叩く等の行

動で表現した場合を示している。

図で明らかなように、Ａ児もＢ児もにこにこ言葉

を使う頻度が増え、しょんぼり言葉と手を出すなど

の行動が減少していることがわかる。ビデオによる

行動分析から、感情の高まりに任せて言葉や行動が

出ていた様子から、一息置いて友達の行動の要因を

推し量るようになっていった。友達への言葉かけを

にこにこ言葉で表そうと努める行動（表９）も観察

された。

（２）言葉による感情のコントロールについて

Ａ児は、予想通りに物事が運ばない時に大声や手

が出ていた。しかし、表７のように６時間目には友

達にどのように伝えればよいのかを考え、教師にど

のような言葉を使えばよいのか尋ねる姿（下線）が

見られた。事後指導でヒントの言葉の意味をＡ児に

尋ねると、友達が３番のコーン（図６）とは反対方

向へ走っていくので心配になったと答えた。そこ

で、「○さん、こっちだよ」と声をかけようと話し

合って決めた。その後は、言葉を使って友達に思い

を伝え落ち着いて活動したり、下学年の友達を見守

る余裕が見られたりするようになった。10時間目に

友達がアウトになったときには、その原因を自分な

りに考え質問している。怒らなくても言葉で伝える

ことで状況が変わることを、経験から学習できたた

めだと考えられる。

Ｂ児は、感情が高まっているだろうと思われる場

面では眉根を寄せるなどして表情が硬くなったり、

拳を握ったり、無言になったりする様子をみせてい

た。それが、２時間目の授業以降からいやな思いを

したことを伝えてくるようになった。理由を聞く

と、Ａ児が怒っているので自分は我慢していたのだ

という。また、家庭でも学校で友達に腹を立てたこ

とを母親に報告することがなくなったとのことだっ

た。学校での不愉快な思いをその場で解決している

と思われる（表８）。感情の高まりを内面に秘める

様子の見られたＢ児は、怒りの感情を表す適切な言

葉を学習していることが示唆された。この学習を通

して、大人の支援を得ながらも、自分の感情を言葉

も使いながらコントロールする方法を獲得すること

ができはじめたと言えよう。

図10　小集団活動の様子

表７　Ａ児の友達への言葉かけの変容

─ ６時間目 ─

　３番のコーン（図６）にみんなで早く座りたいのだ

が、チームメイトが打球を追いかけどんどん反対方向

に走っていっていしまう。

Ａ　（Ｔに）ヒント、ヒントは？なんかヒントの言 

葉……

Ｔ　早く（３番のコーンに）戻ろう。

Ａ　もお、なんかヒントの言葉、知らない？！

─ ８時間目 ─

Ａ　（友達と一緒に打球を追う）走ろう、走ろう！

Ａ　（友達が打球を拾う）○くん、急いで！

─ ９時間目 ─

Ａ　あ、あ、よし、よし、みんな急いで。

─ 10時間目 ─

Ａ（Ｃ児が２番のコーンに到着）あ……！座ってよ。

座って！もう！！（Ｃ児がアウトになる）……。Ｃ

君、何で座ってくれなかったの？
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（３）リラックスコーナーについて

リラックスコーナーの利用は、Ａ児（２時間目）

Ｂ児（７時間目）とも１回ずつであった。利用は少

なかった。利用する基準を聞くと、気持ちの温度計

で怒るレベルが２か３の時と答えた（８時間目終了

後の事後指導で）。怒るレベル１の時は、自分でコ

ントロールできると考えていることがうかがえる言

葉である。表９はそれが確認できたと感じた場面で

ある。Ａ児は甲高い声を聞き、不快感を持ったと思

われる。だが、その思いをそのまま怒りとして表現

しなかった。Ｃ児に声を出すことをやめて欲しいと

いう思いを伝えるのに、自分の考えている言葉が適

切かという確認をＢ児に求めた。Ａ児の言葉にＢ児

が同調することで自信を得た２名は、Ｃ児に大きな

声を出さないで欲しいことを適切な言葉で伝えるこ

とができた。気持ちをコントロールをするために、

適切な言葉を児童に提示することを心がけた。その

ことにより、児童は新しい言葉を使うことをチャレ

ンジしたり、ネガティブな感情も受け止めたりする

雰囲気を自分たちでつくりあげていく様子が伺え

た。

実践研究（１）の個別的な指導では、感情の可視

化と言語化を重視してきたが、実践Ⅱの小集団活動

でも明らかにその学習効果が現れていることが示さ

れたと言えよう。

（４）自発的な活動を促す環境づくりについて

キャッチボールとキック練習の時間を設けた。

「いくよ、いいよ」の言葉をかけ合いながら気持ち

よく活動することができていた。ボールに慣れるた

めの時間であったが、できることを時間いっぱい繰

り返す中で、運動による爽快感と友達と一緒に活動

する楽しさが心理的な安定感をもたらしていたと考

えられる。

Ⅴ　総合的な考察

１．感情を表す語彙の変化

表10で示したようにＡ児もＢ児も感情を表す語彙

が増えている。

Ａ児は、９月には感情に「超」が付いた言葉と、

「まずい！」「やばい！」等の不適切な行動をして叱

責されることを予想した言葉が挙げられている。10

月では、「イライラ」「しょんぼり」等の感情が高ま

る前の段階の言葉も挙げられている。本児の感情の

捉え方が０か100かではなく、感情が徐々に変化し

ていくことを理解したことがうかがえる。表９に見

られたように、感情の高まりを自覚してコントロー

ルをすることができたのは、感情をストレートに行

動として表現する前に、言葉に置き換えることによ

り自分の感情を自覚し、コントロールすることがで

きたためだと言えよう。

Ｂ児は、９月に挙げられたネガティブな感情を表

す言葉の７つのうち４つが怒りに関するものだっ

た。10月は、ネガティブな感情を表す言葉６つのう

ち怒りに関するものは１つであった。その他は気持

ちの落ち込みや恐怖を表すもの、「いやな気持ちが

したよ」と相手に伝えることを目的としたものが挙

げられている。Ｂ児は、感情の高まりをうちに秘

め、それを一気に表現する様子が指導開始前には見

られた。しかし、適切な言葉を学習したことでネガ

ティブな感情を自覚し、人に伝えることで支援を得

て感情のコントロールができるようになったと考え

られる。

感情を自覚し、それを言語化することで、感情を

表す言葉も豊かになったといえる。

表８　クラスメイトとのトラブルを伝える様子

Ｂ　○さんが、「おじさん」って言ってきます。

Ｔ　そう。どう思ったの？

Ｂ　いやな気持ち。

Ｔ　○さんはどうしておじさんって言うのかな？

Ｂ　わかんない。

Ｔ　おじさんって言われていやな気持ちがしたこと

と、言った理由を聞いてみたら？

Ｔが付き添って○さんと話をして解決した。

表９　甲高い声を耳にしたときの言動

９時間目

Ｃ　えーーーー！（甲高い声）

Ａ　Ｂ君、こういうときは、「小さな声で言ってね。

小さな声で言ってね、小さな声でいってね」

Ｂ　うん、（Ａと声を合わせる）小さな声で言ってね。

小さな声で言ってね。（言っているうちにＢは笑い

出す。）

Ｔ　ねえ、だれに言っているの？Ｃさん？じゃあ、Ｃ

さんに言わないと。

Ａ・Ｂ　うん。（声を合わせて )

　「（C君）小さな声で言ってね」
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２．実践ⅠとⅡの終了後に人間関係チェックリスト

による評価

指導に関わった４名と保護者によるチェックリス

トによる評価（10月13日～ 19日）と保護者との面

談を行った。

表11で明らかなように、Ａ児もＢ児も全項目平均

で６月よりも10月の方が高まっている。担任も保護

者も小集団活動場面だけでなく日常場面への般化

（表12）を指摘していた。それは、実践ⅠとⅡの指

導の大きな成果と受け止めている。特に、「意思や

感情を共有する」「自己の理解に基づいた行動」の

領域での高まりが顕著である。

まず、Ａ児もＢ児も「意思や感情を共有する」に

関連する気持ちの言語化やにこにこ言葉を使って人

間関係を調整することの心地よさを体感したと考え

られる。そして、学習により自分の感情を自覚した

り、それを言語化したりできるようになった。その

結果、「自己の理解に基づいた行動」の領域にある

ような叩く等の直接的な行動で気持ちを表現するの

ではなく、言葉でのコミュニケーションで解決する

力が高まったと考えられる。また、感情の高まりの

自覚や言語化には、気持ちの温度計による可視化が

効果的であった。温度計のイメージが児童の中に取

り込まれることにより、日常場面での般化につな

がったと考える。

一方で、「他者の理解に基づいた行動」の領域で

は、Ｂ児の友達の表情への気づきはまだ十分ではな

い。自閉症のある児童の表情理解の困難さが改めて

示唆されるとともに、今後さらに指導の工夫が求め

られる。

３．今後に向けて

本実践を総括して、以下の二点を指摘した。

（１）自立活動の指導の工夫に際しての示唆

『特別支援学校小学部・中学部学習指導要領第７

章自立活動』では、「具体的な指導方法を創意工夫

し、意欲的な活動を促すようにする」と指摘されて

いる。学習指導要領上は自立活動の内容は示されて

いるが、具体的な指導法は教師の創意工夫に委ねら

れている。

本実践では、感情や表情の理解と言語化、そし

て、そのコントロールの学習をスモールステップ化

表 10　感情を表す言葉の数の変化

ネガティブな感情　ポジティブな感情

個別的指導前

（６月）

小集団活動前

（９月）

小集団活動後

（10 月）

言葉２　①① 言葉４　①③ 言葉４　②②

Ａ
児

びっくり

怒った顔

例示：うれしい

ちょううれしい

ちょうおこった

まずいー！

やばい

しょんぼり

いらいら　

うれしい

ちょううれしい

※「うれしい・ちょううれしい」は１つと考える。

言葉４　②② 言葉９　⑦② 言葉 11　①⑥④

Ｂ
児

（からい）

びっくり

かなしい

おこった

すました

※ 「からい」

は、のぞく

例示：うれしい

かなしい　がっかり　

おこる　むっとする　こわい

（さむい）　（あつい）　

あたまにくる

あたまがやかんになる

とてもうれしい　

おだやか

すこしうれしい

※ 「とてもうれしい・すこしうれしい」は

１つとする。また、「さむい・あつい」は、

のぞく

うれしい　

さみしい

しょんぼり

ハッピーッピー

かなしい　

おだやか

いやな気もちがしたよ

こわい　

びっくり

おこる　

なつかしい
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し、ペア学習での個別的な学習から展開した。その

上で、児童が興味関心をもっていた体育的な活動を

題材に小集団活動の場で実際に活かすようにした。

自立活動の展開に際しては、まずは、児童の興味

関心に即すること、あわせて、個別的な指導だけで

なく小集団活動の中で、さらに、統制された学習場

面だけでなくより自由度の高い学習場面を設定する

重要性が示された。

（２）般化への課題

休み時間にはまだトラブルが時々見られる。今後

はさらに自由度が高い小集団活動を実践する等のさ

らなる般化を目指す必要がある。また、自閉症のあ

る児童の表情理解の困難さを踏まえた上で、今後も

よりよい人間関係を築くための支援の工夫に努めて

いく必要がある。
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　 Ａ児 Ｂ児

６

月

10

月

６

月

10

月

意
思
や
感
情
を
共
有
す
る

11
自分が成功したときや勝ったときなどにう

れしい気持ちを言葉で表すことができる。
2.6 2.6 3.5 3.5

12

ゲームに勝って「うれしい」などの気持ち

を自分からチームの友達に伝え、一緒に喜

ぶことができる。

2.2 2.8 2.2 3.2

13

自分が失敗したときや負けたときなどに、

くやしさやいらだたしさ、悲しいなどの気

持ちを言葉で表すことができる。

1.6 2.8 2.2 3.0

14

ゲームに負けて「くやしい」などの気持ち

を自分からチームの友達に伝え、一緒に残

念がることができる。

1.8 2.6 1.5 2.5

15

自分チームの友達の言葉かけ (「やったね」

「よかったね」など）を受け止め、返事を

したり一緒に喜んだりできる。

2.8 3.0 2.5 3.7

16

自分チームの友達の言葉かけ (「ドンマイ」

「がんばったね」など）を受け止め、返事

をしたり一緒に残念がったりできる。

1.8 3.0 1.7 3.2

17

勝った（成功した）相手チームの友達に

「よかったね」「やったね」などの言葉をか

けてたたえることができる。

1.6 2.2 1.7 2.5

18
負けた相手チームの友達に、気持ちを考え

た言葉かけをすることができる。
1.6 2.2 1.7 2.5

全項目平均 2.3 2.9 2.6 3.3

Ａ児 Ｂ児

６

月

10

月

６

月

10

月

他
者
の
理
解
に
基
づ
い
た
行
動

29
相手の顔の表情の違いに気付くことがで

きる。
2.6 2.8 2.7 3.0

30 相手の嬉しい・楽しい表情が分かる。 2.4 2.8 3.5 2.7

31 相手の残念・くやしい表情が分かる。 2.0 2.4 2.5 2.7

32
相手のいらいら・怒っている表情が分か

る。
2.2 2.6 3.0 3.0

33
相手のごめんなさい（申し訳ない）の表

情が分かる。
2.0 2.4 2.0 3.0

34
表情と感情の関係がわかり、相手の表情か

らある程度感情を予想することができる。
1.6 2.4 2.2 2.0

自
己
の
理
解
に
基
づ
い
た
行
動

35

自分が失敗したときや負けたときなど

に、大きな声を出したり暴れたりせず

に、行動することができる。

2.2 3.6 3.7 3.7

36

ゲームなどで友達が失敗したり自分の

チームが負けたとき、大声を出したり相

手を責めたりせずに行動できる。

2.2 3.2 2.0 3.2

37

ゲームなどでルールを守らない友達がい

ても大きな声を出したりたたいたりせず

に、行動することができる。

1.8 3.2 2.0 3.2

38
自分が負けても大人や友達の言葉かけな

どで気持ちを切り替えることができる。
2.0 3.2 2.2 3.2

全項目平均 2.3 2.9 2.6 3.3

表 11　チェックリスト　6月と 10 月の比較（抜粋）

→６月よりも 0.5 ポイント以上数値が高まったもの

表 12　家庭で気持ちの温度計を活用した様子

　弟と友達の家へ遊びに行き、兄弟げんかしたことを

母親に伝える。

Ａ　○○（弟の名前）のしつこさに、

　レベル３だよ、俺！！

保護者　けんかをしたことを自分から話してくれた。
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